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はじおうに
日本近代青年集団史研究において, 日本国外の青年集団について検討した研究
には,大手隆吉 『青年団と国際交流の歴史』(1999年刊 有信堂発行)の朝鮮連
合青年団,多仁照度 「台湾の青年団J(敦賀短期大学 『敦賀論叢』第 8号 1993
年)における台湾の青年団。大田弘毅 「海軍草政地域の青年団活動上 ・下J(革
事史学会 F革事史学』第17巻2・4号)のインドネシア海軍軍政地域の青年団,
倉沢愛子 『日本占領下のジャワ農村社会の変容』1992年刊 草思社発行)におけ
る陸革軍政地域の青年団,後藤幹一 『昭和期日本 とインドネシア』(1986年刊
動車書房発行)で角虫れられたスラバヤの青年団がある。
従来の研究は,朝鮮 ・台湾植民地とインドネシア占領地の青年団について検討
されてきたが,その他の地域,殊に日本人移民地の青年集団についての検討は全
くされていなかった。そこで,本稿では日本人移民が最も早 くから入ったハワイ
そして北米,多 くの移民が入植した南米からペルーとブラジルについて検討を加
え,日本人移民の青年集団史研究の路を切 り開きたい。
1.ハワイ (布吐)の青年会
ハワイと日本とげD関係は,1860年(万延元)年,遣米使節がホノルルで国王カ
メカメ′ヽ四世に会見し,日本との修好条約希望の徳川将軍宛親書を使節に託した
ことから回交がはじまった。1865(慶応 4)年に,ハワイ政府は日本柱在総領事
として米国横浜総領事館書記ヴァン・リードを任命した。 リードが,1865(明治
元)年に日本移民153人をホノルルに送ったことから,日本人移民の歴史が始ま
る。1885(明治18)年,官約移民第一船東京丸が着き,日本総領事館が置かれ,
翌年には日布移1く渡航条約が締結された。189S(明治26)年のハワイ革命によっ
て工朝が倒れると日本人参政権運動が起き,女工退位の日付で日本に対する治外
法権撤廃が道告された。1894(明治27)年,官約移民を廃止し,民間会社の移民
輸送が開イiされた。日本政府は,移民の増加に伴い移民保護法を公布 した。
1898(明治38)年,米国はハワイを合併し,諄年には米国移民法を適用して契約
労働移民が禁止された。1908(明治41)年, 日米紳士協定によって,ハワイヘの
新規移民渡航禁止となると,呼寄せ移民が始まった。1924(大正13)年,新排日
移民法が実施され,呼寄せ移民も禁止となった。再渡航者 ・ハワイ出生者 ・旅行
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者を除く日本人はハワイ入口を禁止された。
『昭和三年 日布時事布峰年鑑現によれば,ハワイの青年会には (表①)のよ
うな団体があった。
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″、教青年会には,浄土真宗本派本願寺や育洞宗などがあった。その内, もっと
も活動的だったのは本派本願寺で,ハワ イの本派本願寺の7、教青年会は,
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1900(明治33)年に設立された。この時期は,本派本願寺の今村恵猛開教総長
が,開教師として1899(明治32)年2月27日にハワイに渡 り,マ1900年1月にハ
1)
ワイ布教監督となり,ハワイ本願寺教団の基礎を倉」ったときにあたり,今村開教
4)
総長は 「ハワイに於ける仏教青年会の生みの親」とされる。
本派本願寺仏教青年会の活動は,仏教講座や晨朝礼拝会の他に,夏季学校,児
童保護団などがあった。夏季学校は, 6月から7月にかけて約 lヶ月間,中等程
度の日本語,英語は小学からハイスクールまでが教育され,水泳も教えられた。
児童保護団は,学校が夏季休暇中に児章が不良化しないように, 5週間,各種運
5)
動 ・ゲーム ・水泳などを中心に行っている。
仏教青年会の設立年代は1900(明治33)年であったが,(表①)では1906(明
治39)年のワイアナエセ、教青年会が一番早い。移民地域社会に青年会が設立され
るのは,(表①)で見る限り,ワアヒア青年会の1903(tlB治36)年がもっとも早
く設立 されている。ついでワイワケア ミール青年会が1911(大正元)年。
1912(大正 2)年には,パパラ・カーチスタウン・ババアロアの各地に成立して
いる。
日本人移民の子弟の 「可く良化J問題は,1932(昭和 7)年の16・7年前から問
6)
題視されたとある。これは大正 4・5年,1910年代前半となる。「不良化Jが問
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題 となる1910年代は,移民地域の青年会が多く設立された年代に相当する。移民
第二世代が青年時代をむかえる時代と一致することと考え合わせてみる必要があ
るだろう。
1932(昭和 7)年6月20日発行の 『同胞〕372号には,′ヽワイに生まれた日系
市民の日本国籍離脱者が増加していることを,喜ぶべき現象, と評価している。
米国市民としての特権を得ている者が,依然として日本国籍を併有していること
はF■l際信義から正しくないし,排日運動への対応,政府機関への採用という点か
らも,仏教青年会として実費で回籍離脱手続を取り扱うなど,積極的な取組みを
行っている。これは, 卜J本人移民の現地同化への努力であり,「下良化 1問題 も
現地同化への対応と考えられる。
“ひとりの移民青年の軌跡
布畦呼寄せ移民と青年会の関係を,広島県安佐郡長束村緑井出身のコr凹 登の
)ヽ
場合についてみる。
河田 登は1899年(明治22)年に生まれた。父の惣lrLl郎は小農民であったが,
登が生まれた23才のときに,出稼ぎ移民としてハワイ国に】セった。
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(表①)によって,ハワイ移民社会における青年会および処女会について,そ
の設立主体の種類 ・種類による設立年代の違いなどについて,特色を指摘するこ
とができる。
設立の主体には工つのタイプがある。 なっは,宗教青年会。もう一つは, 日本
人移民入植地につくられた地域青年会である。
宗教青年会には,″、教青年会とキリスト教青年会があった。
40
ワヒアワ,
青年会 ( )
リフェ仏教青年会
ケアリア仏教青勺
会 (―)
マカウエ リニ番共
和 青 年 会 (―,
29)
ワア ヒア青 年
(卜136, 40)
エレエレ仏教青午
会 (T15,35)
加!キ東部明照青年
会 (―)
1912(明治45)年3月,手常小学校を卒業すると全は大工の見習いに出たが,
翌年5月,預けられた大工の都合で実家へ帰された。 6月,緑井青年会館が建設
されるとこれを手伝ったりしていたが,緑井の棟梁の下で働 くことになった。9
月になると,ハワイの父から呼寄せの手紙が来た。登が実際にハワイに渡航する
までにはこの後 3年近 く手続きなどにかかる。この間,登は緑井で大工の見習い
を続けながら村での生活を続けていた。その生活の中で,在郷軍人会支部長の医
師から衛生講話や,青年会長の演説を夜学で聞いたり, どんど焼き・氏神祭 ・伊
勢堂祭などの民間信仰行事,お逮夜といった本願寺行事,郡青年武道大会や在郷
軍大会と青年会による戦捷記念碑建設などを楽しみ,経験している。その中で,
1915(大正 4)年4月の日記には,オアフ島で起きた砂糖耕地日本人労働者の第
一次ストライキとその敗Jヒの新聞記事を記している。
1916(大正 5)年4月,登の父から在留証明が来た。渡航準備が始まると,周
|」はどうせ嫁を呼寄せなくてはならなくなるのだから, と許婚者との縁談も整え
られた。 9月30日,登は神戸港からベルシャ丸でハワイに向けて旅立った。
10月12日,ホノルルに到着。人国審査を経て一ヶ)]後の]1月12日にヨナのホナ
ウナウの父に会った。翌1917年4月から登はホノルルの日本人 YMCAに寄宿し
て,大工手間稼ぎをしながらミツキ教会の夜学で英語を学習した。 7月に米国徴
兵登録をした。1919(大正 8)年4月の登の日記には, キリスト教への改宗者が
少なくなって,″、教勢力が拡大していることと,キリスト教日本人貨教帥が自人
資本家から資金を得て,懐柔策の一端を担っているのではないかという疑いを記
している。
とが教会や日本人 YMCAと宣教師に関りながら,懐疑の口を向けていた背景
には,日本人労働者の置かれた立場が彰響していると考えられる。日記の記事の
翌年 2月には,ハワイ全鳥各砂糖耕地日本人労働者が低賃金労働に対して6ヶ月
の間ストライキ体制に入った。このストライキの前の同年 1月7日,マキキ青年
会の松島氏 との談話で,宗教に全く関係ない独立した青年会ができたら,青年が
何のlll圧も受けずに伸びイ中びした青年らしい青年に育つだろう, と語 り合ってい
る。
この記事の前後,青年会の記事が日記に散見されるようになる。 2月2S日,マ
キキ青年会発会式が80名の参加者を得て日本語学校において行われ,呼寄せ青年
と二世とが半々に参加した。 4)17日,アラバイ青年団が演芸会を催し,カカア
ヨ青年団は演芸会純益をストライキ中の耕地労働者に寄付した。10月,カフマス
官立学校夜学開始。英語学習が米化のi垣動げ)一部として行われた。これは第一次
大戦で,英語が分からない青年が多く人営したことによった。11月21日には,マ
キキ肯年会館落成式。1921(大正10)年3月4口に,マキキ青年会第一回演芸会
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が行われた。
1921年1月5日,登は結婚し,23(大正12)年には長男が誕生した。そして,
この年,呼寄せが禁止となった。1924(大正13)年,ハワイ在留日本人は12万人
を超え,その内の4分の 1約3万人が広島県人であった。
① 北米の青年会
北米へ渡った日本人は,幕末から1881(FIH治14)年ごろまでは学生が中心であ
った。その他に労働を目的にした渡航者があり,その最初は1869(明治2)年に
スネールに引率された二度にわたる20名内外の金鉱堀と農同労働の契約移民であ
った。1886(明治19)年,イギリス人に連れられた7人の移民が加州サンタクル
ーズ部に入植して蜜柑の栽培を始めたが失敗した。農園開拓はなかなか成功しな
かったが,1884(明治17)年中国人排斥法によって農園労働者が不足すると, 日
本人農園労働者が増加し,1ぷ90(明治23)年には,300名を超え,92(明治25)
年にはジァンカビルに日本人労働組合が組織された。1892(明治23)年を前後し
てハワイからの転航者が増カロし,出稼ぎ日的の人々が急増した。さらに,日清戦
争後には増加 し,1880(明治13)年147名であったものが,1890(明治21)年に
2,()39名,1900(明治33)年には34,326名。さらに1910(明治43)年には72,
154名に激増 した。日清戦争後,米LFRでは排 口気運が高 まり,米国政府は
1907(明治40)年に日本人労働者のハワイからの転航を禁止した。日本政府も渡
航を禁止した。日露戦争後,排目運動は高まりを見せ, これに対して1905(明治
38)年5月に各地方日本人協議会は聯合協議会を成立させた。聯合協議会は
1908(明治41)年1月,在米日本人会に発展的解消し,地方都市においても日本
人会が族生した。第一次大戦を経て,1924(大正13)年,米国新移民法が成立
し′,日本人は除外項日以外の米国入回が出来なくなり,第二世の教養指導に努め,｀
た。
① 北米の青年会概観
北米の青年会については,在米 日本人会編 『在米日本人史』(昭和15年刊,
PM(!出版Ⅲ1984年復亥」版)によって概観する。
シア トルでは,1907(明治40)年12月に,会員90名を数えるシアトルロ本人青
年倶業部が組織された。賛助員には北米同胞の工功労者と評価されている松見大
八と古屋政次郎の名がみえ,シア トルロ本人社会の有志が参加したものと考えら
れる。
サンフランシスコ (暴港)では,1913(人正 2)年9月,サンフランシスコの
日本人キリス ト教徒有志が万回表誉教青年会総務ジョン・モットに書簡を送 り,
本部よりの資金援助を受けて日本人のための青年会館建設を求めた。この願は直
‐ぐには実現しなかったが,長老派と組合両教会は合同し,長老派に属していたヘ
ー ト青年会は超派的な基害教青年会の設立をH標として解散した。しかし,新組
織の結成は直ぐにできず,青年会が無い状態が続いたが,1918(大正 7)年にな
り, 6月1日に桑港日本人基督教育年会が成立した。1935(昭和10)年には,新
しい青年会館が建設された。三階建ての会館には,ジム ・講堂 ・教宝 ・図書室な
どがあり,聖書研究などの宗教活動,夜問英語学校,職業紹介所,各種運動競技
などの活動が行われた。
桑港女子青年会は,在米Ll本人社会で最も古い歴史を有する。創立は1912(明
治45)年4デ」17口で,帝国ホテル跡に会館を定めた。修養 ・社交 ・工芸 ・教育 ・
音楽 ・寄宿の六部の活動の他に,女子倶業部活動を活発に行い,1916(大止 5)
年以降,写真結婚が激増すると新渡米婦人の止宿所となり,青年会の保護保証に
よって移民局に上陸を許可されることも極めて多かった。
桑港仏教青年会は,在米日本人約 2万人にはキリスト教しか布教がなく,仏教
布教の機会を求める在米日本人の働きかけによって本派本願寺がアメリカ布教の
起点として桑港を位置づけたことに呼応して,取りあえず″、教育年会の創立発会
式が,1898(明治31)年7月30日に行われた。桑港″、教青年会は本山に対して布
教使派遣方請願書を提出した。降誕会,英和学校開設,本願寺出張所開設,サク
ラメント方面への地方遊説等の活動を行っている。仏教青年会は,サンフランシ
スコからサクラメント,フレスノ,シアトル,オークランドなどに相次いで設立
され,それが仏教会の前身となったことに特色がある。
各地に成立した仏教青年会は,1926(明治45)年4月26口に北米″、教青年聯盟
を結成した。一方,シアトルを中心とする丙北部の青年会は1933(H有和 8)年,
ソル トレークを中心とする山中部は1934(昭和 9)年に,それぞれ西北部聯盟,
山中部聯盟を組織し,全米には三つの仏教青年会聯盟ができた。1937(昭和12)
年にサクラメントで開かれた合米の仏教青年大会において,全米仏教青年聯盟が
結成された。
女子仏教青年会も,男子に並行して中加 ・北加 ・高加 ・沿岸の四聯盟に別れて
いたが,1927(昭和 2)年に全米女子仏教青年会が結成 された。さらに,
1940(H召和15)年に男女が合流し,全米男女仏教青年聯盟と改称され,二世団体
中最大の団体として5,000人の会員を擁した。
② 中部および東部の青年会
シカゴでは,グルブラント街に1907(明治40)年に (基督教)日本人青年会が
創立されていた。1922(大正11)年頃には,一時アメリカ人青年会の支部となっ
ていたが,1929(昭和 4)年に独立した。
ニューヨークでは,1908(明治41)年に組育青年会が創立されている。この紐
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育日本人青年会は,宗教的な色彩を加味せず在留日本人青年の親睦を維持し,智
識の交換,品性の向 Lをはかることを目的に,会長は置かず,「会館Jを設け,
1工宿会員が自炊した。基督教青年会は,1893(明治26)年に紐育に来た武市 (ブ
ルックリン)海軍鎮守府所管米国軍艦ヴァモントに多数乗り組んでいた日本人学
生に対して布教した問島欣也氏の活動が,武市青年会の前身となった。
アメリカ全体の青年会について地域的に概観したが,地域的ではなく日本人社
会特有の問題から結成された青年会について触れる。それは,幼児に日本に帰っ
て生育し,再び米国に帰った日系市民である 「帰米市民Jの青年会である。二世
が著しく帰米するようになったのは,1930(昭和 5)年頃からで,特に35(昭和
10)年に在米日本人会が旅費支給や帰米後の就職保証など積極的な帰米運動を展
開したことによる。帰米二世の特色として,在米の両親と離れて多くは祖父母に
よって生育されたことによる両親との不愛情が一致, また単身帰米して身寄りが
無いために孤独感などによって,相TFに慰め合って団結を強めていった。シアト
ルの帰米市民協会が1932(昭和 7)年に組織された。しかし,既に米国育ちの二
世によって組織される市民協会との対立が起こった。1935(昭和10)年にロスア
ンゼルスでは,羅府日系市民協会に帰米部ができて合流がなると,各地に波及し
た。桑港では,帰米市民団体として,満州 ・上海事変を契機に組織された国家主
義的な色彩の強い,1932(昭和 7)年創立の大日本青年会,呼び寄せ青年 ・留学
生等によって組織された学生倶楽部 ・1934(昭和 9)倉」立の美以教会青年会があ
った。美以教会青年会は,帰米青年といえども永住する以上米国主義に立脚した
米化運動に日本精神を融合しなければならないという立場を主張した。その結
果,桑港日系人社会の1世論も市民脇会への合流運動を支持し,1936(昭和11)8
月,大日本青年会と学生倶楽部は市民協会に発展的に解消して,市民協会に合流
した。
帰米二十性の市民協会への合流の一方,県人会や市民協会内部に帰米二世の青年
会が設立された。南加ロスアンゼルスでは,帰米二世については,広島県人青年
会 ・沖縄県青年会 ・美以教会青年部 ・西本願寺帰米部 ・高野山別院帰米部。二ltr
と帰米の混合は,福岡県人青年部 ・和歌||1県人青年部 ・熊本県人青年部 ・山口県
人青年部 ・天理教内青年部 ・禅宗寺青年会 ・ユニオン基督教会青年部 ・YMCA
内青年部 ・生長の家青年部があった。
北加のサンフランシスコ (桑港)では,桑港仏教会黎明会 ・リオームド教会青
年会 。若車会 ・親友会 ・和歌山県人青年会 ・神奈サ|1県人青年部 ・福岡県人青年
部 ・YMCA青年部 ・YPCC日本語部桑港部会 ・禅宗仏教青年会。羅府では青年
協会。■府日米協会内帰米会員 ・独立協会内青年部 ・パロアルト帰米青年会 ・サ
ンマテオ市協内帰米会員 ・フレスノ帰米市民倶楽部。西北部は,シア トル帰米市
百民協会などがあげられている。
帰米市民青年会の活動には,以下のような内容があった。
羅府市協帰米支部… 「二世週Jへの参加 ・二世会館設立運動 ・青年聯協設立運
動 ・排日諸法案反対運動 ・英語クラスの設置 ・婦人聯盟との提携の下に結婚
相談所設立 。「市民の友 J発行 ・敬老歌の発表大会 ・登録奨励立候補者の紹
介などの政治運動。
紗港帰米市民協会…移民局収容帰米市民の世話 ・帰米演濠1大会主催 ・ピクエッ
ク。
桑港市協帰米部…市協県建設活動 ・大ピクニック主催 ・登録奨励運動 ・「帰米
市民Jの発行 ,日米通商条約破棄に関する座談会 ・帰米集会場設置運動 ・帰
米連絡協議会設定運動 ・金門大博日本ディー参加。
サンゲーブル市協帰米部…農業に大きな役割。
桑港広島県人青年会…帰米青年雄弁大会 ・青年聯盟参加 ・二世男女交歓見学団
支持。
須市,市協帰米部…一九四〇年帰米市民大会開催 ・二世座談会。
基督教青年聯盟日本語部…聯盟大会参加 ・基督教会内帰米国結運動。
主府日米協会…雄弁大会主催。
桑港和歌山県人会青年会…和歌山県人会加州聯盟結成。
若草会…帰米女子団結 ・婦人問題研究会
③ 南加州の青年会
北米における青年会について考えるとき,1930年代には加州全体の日本人の47
11)
%を占めた南加州の場合を見ることが適切だろう。
南加州の日本人青年会は,「当時の在留日本人自身がいずれも青年であったた
12)
め団体の内でも最も古 く,色々な団体がまず青年グループとして発足したJとい
う指摘が重要である。
南加州での青年会の動きについて,南加州日本人七十年史刊行会編 『南加州口
本人七十年史』(1960年刊,南加州「1系商業会議所発行)によって追って行 く。
南加州で一番早い青年会は,1888(明治31)年の日本人基督教青年会である。
89(明治32)年の不況のときに合宿所を設け, これが成長して日本人美以教会と
なった。基害教とは別に1899年には,桐互扶助を目的に日本人青年会が,既にあ
った薙府日本人会ならびに有終倶楽部に対して設けられた。その後,日蓮教会の
前身の日蓮研究会,野球倶楽部,青年楽友会,岡山県人会の前身である岡山吉年
会。1913(大正 2)年には日本人基督教女子青年会が組織された。
1915(大正 4)年前後から初期移住の人々の事業が漸 く土台が出来ると,郷里
に残した子弟の呼び寄せが盛んになり,20(大正 9)年の呼び寄せ禁止まで続い
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た。1910(明治43)から20年までの間に,加ナH日本人人口は41,000余から72,000
に増加した。呼び寄せ子弟の増加は,1920(大正 9)年ごろから南加州各地に日
本人青年会の結成が行われた。そこで南加州中央日本人会代表者大会は,
一,女子青年会経費補助詰願の件は年百五十弟を補助する。
二,学生会経費補助の件は二百五十弗を補助する。
三,中央日本人会内に青年部を設置する。
四,各地に青年会及び婦人会の設立を奨励 し,その発展に精神的援助をなすこ
と。
を決議した。
青年部委員会は,「在米青年規約Jを制定した。
一,在米同胞の青年は知識を磨き,徳操を練 り,体格を鍛え信念を養い, もって
国際的青年として理想的の人格を要請すべし。
二,在米同胞の青年は日米両国伝来の文化を体得融合して世界的新文化の樹立を
期すべし。
三,在米同胞の青年は堅忍不院自任自重して日米の親羊と全人類の幸慶に貢献す
フミし。
この在米青年規約を見ると,在米青年に対して,日本人としてのアイデンティ
ティー醸成とアメリカヘの同化融合を求めた内容である。
在米青年規約待」定の翌年の1922(同書青年会同盟記事から23の誤 りと考えられ
る)(大正12)年2月,中央日本人会定期代表者会は,次のような青年指導に関
する決議を行った。
青年指導に関する決議
本理事会は青年の向上進歩に関する運動の重要性を認め,極力之が後援を為す
と同時に一般在留同胞が深甚なる同情を寄せ協力せられんことを切確す。
中央日本人会青年部委員会は,1922(大正11)年1月に各地青年会の代表者総
会を開き,翌1923年度の第 2回総会で青年部が設置された。
1923(大正12)年4月7日,青年部委員会は青年会運動の中心機関である青年
同盟を積極的に援助することに決定し,
一,本青年部は南加州日本人青年同盟が第二回総会に於いて声明せる在米青年の
向上運動の主旨に賛し其目的を達成せしむる事を期す。
二,本青年部は何加日本人青年会同盟発行雑誌 『在米青年』に対し月額甘弗を補
助す。
として,それまで羅府青年会が発行していた雑誌 『在米青年0(月刊)を,青年
同盟が百弗で版権を買収して,同年 5月から第 1号を発行した。
青年同盟は,毎年 4月に 「青年週Jを設け,雄弁会や柔剣道大会など青年及び
―一般の啓発活動を行い,1924(大正13)年からは 「南加帝国議会」が 『社米青
年』社主催で開催された。「青年会同盟の歌」の制定,日本観光団派遣などを行
った。しかし,在米青年が年齢を重ねて事業と家庭の人になるに連れて青年会運
動 も凋落 に向い,日系市民協会 に指導的な地位 を譲 った。[在米青年』は
1925(大正14)年から 『日本家庭の友』,更に 『太平洋』と改題され,アリゾナ
まで広まり,毎ナ12,500部発行されたが,1931(昭和 6)年に大恐慌の影響で
廃刊となり,南加青年同盟も終息した。
南加州の青年会運動は,1930年代になると,呼寄せ青年時代から日系第二世時
代に移つり,青年団体は運動 ・同窓会 ・宗教 ・県人会に大別されるようになっ
た。特に県人会青年部は30年代後半に帰米二世の増加によって急に活発化された
感があるとされ,日系市民協会も各地に結成され,日米開戦によって一時阻まれ
たが, 日系二世の育成に大きな役害」を果たした, とされる。
④ 在米沖縄県青年会
県人会青年会の典型例 として沖縄県青年会の場合について見る。
沖縄青年会は,1921(大正10)年に創られた 「れいめい会」と,「在米沖縄青
年会」力Sあったが,れいめい会は25(大正14)年頃には社会問題研究会へ発展的
に解消し,県人会は1925(大正14)年に解散した。県人会解散後,沖縄海外移住
協会南加支部が結成され,在米沖縄県人会の会長であった新垣武久に対して協会
は青年会にも合同を呼びかけたが,新垣はこれを拒絶して帰回したため,青年会
も自然解消した。
沖縄県青年会がなくなってしまった状態の中,1926(大正15)年になるとロス
アンゼルスの沖縄青年たちが中心になり,再び在米沖縄青年会が結成された。青
年会の日的は,会員相互の親睦 ・体育 ・知育 ・生活の向■で,活動 としては野
球 ・沖縄新聞の購読 ・会報の発行 ・ピクニック・演説会などであったが,特に米
国共産党大会に際して,青年会会員が検束されたロングビーチ事竹な
どに現れた
「好ましからぬ移民Jの本国送還の動きへの支援対応などがあった。
倉」立当初,会員は26歳前後が多かったが,次第に年齢に制限がなくなり,青年
期を過ぎた人達も人会するようになった。1934(昭和 9)年8月26日の定期総会
で,会員には青年期を過ぎた者もあるので青年会は法、さわしくない,非会員が年
齢の上で青年ではないので入会できない,大人子供を抱擁できる団体に発展させ
る, という理由で 「在米沖縄青年会Jを 「在米沖縄県人会Jと改称する動議を提
出した。改称の件は1930(昭和 5)年九月の幹部会で初め高提案
され, 4年間か
けて討議した結果であり,総会は満場一致で改称を決定した。
3 南米の青年会
① ペルー (秘露)の青年会
第 1船佐倉丸が790名の移民を乗せて1899(明治32)年にベルーについ
て以来,第 2船1903(明治36)年1,079名,第3船1906(明治39)年774名が着
き,1909(明治42)年には領事館が設けられた。
1907(明治40)年,笠戸丸で第 4 rRl移民452名(内,第 l LBE明治移民会社移民
250名)が者いた。この年,明治移民会社は,インカ ・ゴム会社との間に5年間
に日本人移民 5,000人を入れる契約が結ばれた。
ペルーにおける日本人移民が増加するに伴って,日本人団体設立の動きが出て
きた。1906(明治39)年に,「リマロ本人理髪組合」がリマ市19軒の理髪業者に
lF)
よって結成された。結成の背京は, リマ市における日本人最初の理髪業者は
1904(明治37)年の愛媛県人であったが, 3年後には25軒に急増した。これに対
してペルー人理髪業者は71軒であったものが40軒に急減少したため,排日感情の
意起に配慮したことが組合設立の大きな動機であった。理髪組合は当時唯一の日
本人団体として,在留邦人のための西語習得夜学校を設立するなど,社会的文化
1)ヽ
的活動も行った。
理髪糸R合に続いて結成された日本人団体は,「沖縄青年同志会Jで,1909(明
治42)7月30日のベルー独立祭に設立された。沖縄県人がペルーに来航したのは
第 3船からであったが,耕地に入ってから脱走する者が多く,その殆どがマラリ
アに罹忠してリマ市に辿 り着き,言語不通の地で命を失う者もでるという悲惨な
状態があった。第 4回で監督をしていた八木責貞は,日本人最初の雑貨店を営ん
でいた。この雑貨店に同県人を引き取って救済活動を行い,在留県人会設立の必
要性を痛感していた。八木は友人や領事に相談して, リマ ・カヤオ在住の県人を
勧誘してリマ市カメルン・アル ト街の赤嶺喫茶店において沖縄青年同志会を結成
11))
したのである。沖縄青年同志会は,脱耕病人の世話,頼母子話の運営などの活動
を行い,会員は年々増加し,「沖縄県人会Jに発展し,ベルー在留邦人の6割を
21))
占める中枢団体となった。
1912(明治45)年10ナ12日,在留日本人諸団体の代表が集まる 「日本人協会」
が設立された。日本人協会には,各県人会 ・理髪組合 ・青年同志会,その他大小
の商社も参加し,一応在留邦人の代表機関の体裁を整えた。翌年11月30日には邦
字新聞 『アンデス時報』を創刊した。しかし,日本人協会の中心が官吏や会社 ・
商社員などのいわゆるインテリ|ぎであったため,移民青年との間に確執が起き,
青年達は 「日本人同志会Jを結成 した。1914(大正 3)3月15日には 「日本人
会Jと改称した。会長には椎原定一,副会長には八木宣貞が就任した。日本人同
項志会の結成により, 日本人協会は衰退し,新たな在留邦人全体の代表機関である
「ペルー中央日本人会」力S1917(大正 6)年に創立されると,吸収されて自然消
滅した。
1929(昭和14)年5月,中央日本人会を母体に,在秘露日本人青年団が結成さ
22)
ヤしブと。
② 伯刺西爾の青年会
ブラジルにおける青年会については,1933(昭和 8)年版の 『伯刺西爾年鑑』
(伯刺西爾時報社発行)によってその大概を知ることができる。
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(―)     1出 )
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ス ー ル 青 年 会
( ― )
梅邦青年会 (52)
ノロエステ線地方
ヾラ コ ン青 年 会
(21)
ポア ・エスペラン
サ青年会 (12)
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フロー ラ青年会
( ― )
ノゲーラ青年会
( ― )
タパ ジー青年会
( ― )
フレデリコ青年会
( 一 )
サンタ ・リツタ高
年会 (―)
第ニマラブイリア
青年会 ( )
汎カフエランチア
青年同 ( )
カフエランチア青
年会 (―)
プロミツソン青年
聯盟 (300)
プロミツソン町青
年会 (30)
パラマンサ ・パレ
ー ロ青 年 同志 会
(22)
パラマンサ青年会
(20)
パツチンエヨ青年
会 (20)
ヨレゴ・ケツシア
ーダ青年会 (15)
サンタ・イザベル
青年会 (16)
カンジツ ト・モン
テ イ ロ 青 年 会
(12)
サンタ。オリンピ
ア青年会 (47)
パ レー ロ青 年 会
(9)
ノーヴアメント青
年会 (18)
ゴンザガ ・力ベセ
ーラ青年会 (43)
r43 第一LK青年会
(23)
同 第Fq区青年会
(2())
同 中央 青 年 会
(22)
ビリゲヰジエヨ青
年会 (22)
ビリゲキジニヨ第
四区青年会 (14)
ボン・スセツソ殖
民地青年会 (39)
ヨレゴ ・アズール
青年会 (30)
ボラ青年会 (47)
第一区ボラ青年会
(39)
カスカチエア青年
会 (15)
アンチエヨ青年会
(52)
ベンナポリス青年
同盟 (634)
アグア ・リンパ青
年会 (20)
ア レグ レ青 年 会
(42)
アグア ・ボア青年
会 (26)
ビリグキ青年聯盟
(350)
コンゴ・イリージ
オ 聯 合 青 年 会
(―)
バ ガ ス青 年 会
()
フエジョン青年会
( ― )
グヰ青年会 8
?
?
?
ペロバール青年会
( ― )
コレゴ ・ロベル ト
青年会 (40)
バ レー ロ青 年 会
(25)
コレゴ ・リン青年
会 (30)
中央コレゴ・コロ
エア青年会 (25)
アラサツーバ青年
会 (17)
カフェゾポリス青
年会 (一)
アヴェニーダ青年
会 (―)
コレゴ・プラタ青
年会 (―)
下流アグア ・リン
パ青年会 (―)
日之出植民地青年
会 (10)
第~アリアンサ育
年会 ( )
第ニアリアンサ中
央青年団 (―)
第ニアリアンサ青
年会 (―)
チ ェ テ 青 年 会
( ― )
パルミーツタール
青年会 (25)
フイゲーラ青年会
(20)
ガンポネーザ青年
会 (25)
サン・ジョアン青
年会 (24)
昭和 向上 青 年 同
(25)
上塚第一区青年会
(32)
ゴヤンベ中央青年
会 (―)
サンタ・マリア処
女会 ( )
ミツ カ 処 女 会
(――)
ゴンザカ植民地処
女会 (25)
????〓
/,スセソ処女
(26)
第ニアリアンサ処
女会 (一)
ノロエステ変更線地方
サンタ・ロウルデ
ス青年会 (17)
ヨレゴ ・ナツセン
テ青年会 (30)
旭青年同 (16) サンタ・テレーザ
青年会 (14)
‐
サント・アン トニ
エ ツ タ 青 年 会
(18)
フイゲイラ青年聯
盟 (19)
平和青年会 (20)
リオ ・デ ・ジャネイロ市及び付近
ニロポリス青年会
( )
サ ン ・パ ウロ パ ラナー線並びにサンパウロ 南大河線地方
?
?
‐?
パウリスタ線地方
モジアナ線地方
オンサ青年会 (30パウリスタ延長線
年聯盟 (―)
ドアルチーナ青年
会 ()
甦生青年会 (15)希望青年会 ( ) ヴエラ・クルース
F・I青年団 (26)
サンタ・イリア青
年会 (11)
ニポランジア青年
団 (11)
パウリスタ興農岡
年団 (33)
ドラデンセ線地方
サン ・フランシス
コ耕地青年同志会
(22)
アララクアラ線地方
北巴青年団 (30)カ ンバ ラ青 年 会
(14)
北パ ラナ青年会
( ― )
ヴィラ・ジャポネ
ーザ青年会 (―)
以 L,140同体の青年会があった。各種邦人団体全体でみると,日本人会223同
百体,婦人会12同体 (内,処女会 8団体),その他53団体であり,青年会は邦人団
体の約34%を占めている。
ブラジルの日本人移民地における青年会の設立状況を,サンパウロ州ノロエス
テ鉄道線のリンス駅についてみる。リンス駅に日本人が入植したのは1908(明治
41)年の第一回移民 9家族,1910(明治43)年の第二回18家族,第3回が入った
のが開発の初期であった。1926(昭和元)年,「汎リンス青年会J力泊」立された。
汎リンス青年会は事業として郡内の2,000家族の日本人の郵使物の取扱,パウ
ル領事館指定の書式や届一般の取扱,農事講習会と品評会を行った。また,汎ノ
ロエステ日本人聯合運動会を主唱開催し,雄弁会開催,機関誌 げ共鳴Jの発刊
(1926年),図書館設置などの活動を行った。こうした公益的な事業を始めたの
23)
は,汎リンス青年会が植民地で初めてであったされる。
元サンパウロ州であったパラス州処女林地帯の トレスパラスに入植が始まった
のは,1928(昭和 3)年であった。北パラナの日本植民は,1926(昭和元)年に
野村財閥の野村農場,28(昭和 3)年には度応義塾学生達で組織された後宮農場
が建設されたが,いまだ開発の歩みは遅かった。 トンスパラスの開発が着手され
たのは1932(昭和 7)年で,海外移住協会連合会の方針が転換されて土地分譲か
ら,移住者の独立助成と福利の増進,産業の開発,教育衛生設備整備,ブラジル
文化への貢献を目的とするようになったことが背景にあった。財閥資本から独立
小農民が開発の中心となった。移住地では科学的な農家経営のために,33(昭和
21)
8)年にトレスパラス農会が結成された。
1934(昭和 9)年,移住地事務所はブラジル拓殖本部の意向を受けて,「ガッ
ト運動Jを展開した。ガット運動は簡単に吉えば 「愛i永住」の運動であり,そ
を5)
の担い手として青年層が期待された。
トレスパラス青年団は,1935(昭和10)年3月3日に誕生した。その事業に
は,文芸部が機関誌の発行,運動部が陸 L競技会開催,その他母国束北地方飢饉
への義塙金送付,移住地内郵使物の取扱などがあった。1937(昭和12)年, トレ
スパラス青年団は,市街地及びセボロン青年団の加盟を得, 7支部加盟の下に各
支部を自治待」として独立を尊重し,聯合体制を採り, トレスパラス青年聯盟が成
立した。青年聯盟は郵便物取扱,図書部,機関誌発行,陸 L競技部,野球部の活
動を行い,中央グランド,カンポ市街地を勤労奉仕で建設した。その後,青年聯
規はコチア中堅青年講習会への講習生派遣, トラコーマ治療講習会,機関誌 『脂
土」の発行,邦語夜学,読書奨励,街生事業協力などをおこなった。1940(昭和
15)年になると,欧州戦争から世界大戦へ移行する情勢 ドで,青年聯盟は準産業
的な青年賄盟へ改組し,従来の活動に加えて増産や農家簿記などの経済関係,雑
誌 [青年』および [家の光1『産業のブラジル1の普及宣伝や読書会指導,冠婚
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葬祭経費節約運動への協力などの生活改善に活動した。しかし,日本の対米■戦
布告によって世情が悪化したために青年聯盟は活動を休止した。
第二次大戦後, トレスパラス青年聯協は1946(昭和21)年に復活した。また,
1954(昭和29)年にはトレスパラス連合女子青年団が結成された。これらの戦後
の動きは,ヨチア青年ヤ南米産業青年運動と共に別稿で検討したい。
③ パラグアイの青年会
パラグアイで青年』が最初に結成されたのは,入植 2年目の1937(昭和12)年で
あった。青年会間館の建設 ・スペイン語学習会 ・公益奉仕 ・スポーツ競技 ・演劇
など多種多様な活動を行った。しかし,1943(昭和18)第2次大戦により,他の
団体や日本語斉校
とともに,パラグアイ政府から活動停止を命じられ,解散せざ
るを得なかった。
一まとめ―
本稿では,ハワイ及び北米,ペルー及びブラジルを対象に日本人移民社会 と
「青年会Jについて検討してきた。ハワイの青年会には,キ リスト教青年会と仏
教青年会の宗教青年会と,人植地の地域青年会が成立した。ハワイには見えない
が,北米では,官吏 ・留学生 ・商社員などのインテリ層のニューヨーク青年会が
あった。
宗教育年会と地域青年会では,宗教的なこだわりがない地域青年会が期待され
た。ハワイでは1910年代,南カルフォルエアでは1920年代に日本人青年会が多く
設立された。その背景には,呼寄せによる帰米二世の増加があり,地位向上のた
め,排日運動に対する相互扶助, 日本人としてのアイデンティティーの醸成とア
メリカヘの同化融合を目的に活動した。1924年の新移民法によって呼寄せができ
なくなると,■世の県人会青年会ができ, これは県大会へと発展していった。
南米ペルーでは,鉱山などで働 く日本人を救済する目的で沖縄県青年会がで
き, これが県人会に発展した。インテリ層との確執から青年会の中心的な役害」を
果たした人々は,ペルー中央日本人会を結成した。
ブラジルでは,1930年代に各入植地に青年会が成立し,入植地の郵便業務を詰
負うなど,行政面の仕事をして資金源としていた。
パラグアイでは,入植 2年目の1937年に青年団ができた。
移民のほとんどは官友 ・学生 ・商社長さらに一般の移住者もその多くが,若い
男Fで 「青年Jであった。殊に一般の移住者は,河回 合の例に示したように,
日本において青年会 (団)の活動に関っていた。沖縄県北中城村から各地へ移民
した人達の聞書 きをみると,1899(明治32)年生 まれの与儀正真 さんは,
1925(昭和テこ)年にフィリピンのグバオに出稼ぎに行ったが,それまでは15歳か
百ら26歳まで青年同にllSして団長を勤めた。
移民地では,北米 ・南米でも,青年会が県人会や日本人協会などの日本人中央
団体に先行したことが大きな特色である。それは,移民の多くがフロンティアを
求めた若い人達で, もともと日本で青年会または青年画の活動の経験があったた
め,移民地でも同じような活動をすることが容易であったことが考えられるだろ
う。
本稿では,日本人移民地における青年集団史研究の取り掛かりをつけ, どこに
問題があるのか,提起することにi眼を置いた。したがって,移民地での史料採
訪を行っておらず,主に和歌山市立図書館移民資料室架蔵の史料によって検討し
た。考察の対象範レ打も,ハワイ ・アメリカ ・ペルー ・ブラジルについてのみしか
検討しえなかった。今後,これを基礎に,本国の動きとの関連や第二次大戦後の
移民地青年同の動向など,検討を進めて行きたい。
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